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ついて
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【背景および目的】メラニンは皮膚を紫外線から防御するために産生される｡

一方､過剰な産生により色素沈着等の皮膚疾患を引き起こすことが知られている｡

メラノサイ トにおいてチロシンを前駆物質としてチロシナーゼ等による酵素反応

によりメラニンは産生される｡我々はメラニン合成阻害物質の探索を目的とした

スクリーニングにおいて 1-methylesterberkeleyoneCおよび新規berkeleyoneD

を土壌由来糸状菌の二次代謝産物より見出した｡そこで本研究では､それ ら

berkeleyone類のメラニン合成阻害メカニズムを明らかにすることを目的として

研究を行った｡

【方法】本研究ではメラニン産生細胞として B16/BL6マウスメラノーマ細胞株

を用いた｡この細胞株をberkeleyone類ともに24時間培養し､各ウェルにメラニ

ン生合成促進作用を有するテオフィリンを添加し､72時間培養した｡培養終了後､

1M水酸化ナ トリウム溶液を添加 し､加熱することで可溶化することで色素量の

変化を､また酵素活性試験およびWesternblot法を用いてメラニン合成酵素の一

つであるチロシナーゼに対する作用を検討した｡

【結果】berkeleyone類の作用を検討した結果､berkeleyone類は濃度依存的に

メラニン合成を阻害した｡酵素活性試験においては berkeleyone類はチロシナー

ゼ酵素活性に影響を及ぼさない事が明らかとなった｡また､Westernblotにおい

ては濃度依存的に糖鎖付加後のチロシナーゼが減少し糖鎖付加が行われていない

ものが増加する傾向にあった｡これらのことよりberkeleyone類はチロシナーゼ

の糖鎖付加を阻害しチロシナーゼの活性を抑制することによりメラニン合成阻害

活性を示すことが示唆された｡


